



















1 9 4 5年日本に投下された二発の隙;擦によって太平洋戦争は終わりを告げたが，六年間に
及ぶ第二次世界大戦は，直接にはアメリカ演劇に爪跡そ残してはいない。戦時中の少数の反プ
アシズム麟(リリアン・ヘルマン Fラインの監視~ Lilian Hellman:泌をztchon the Rhine， 
1941，シドニー・ 4キングズリー『愛問者たち~ Sidney Kin.絞sley:The Patriots， 1943など)で
さえ，日的のためには手段をi船まない暴力肯定の立場をとり，ナチズムの非人間性に対する
奇麗化したアーサ…・ミラー (ArthurMiller， 1915~) の作品 F転落の後に~ Aβ'er the 


























ために心に寝(トラウマ)そ魚い，ウィリアム・インジ (William Inge， 1913~73) の人物
たちもまた愛すべくかよわい敗桟者であった。
五十年代半ばで特筆しなければならないのは，ヌfニール (EugeneQ'Neill， 1883~1953) の




ッツア賞を受ける。これな契機に，特に晩年の諸作品げ詩人気質~ A Touch 01 a Poet， 1957 
上演より堂々たる邸宅j ivlore Stately Mansion， 1962上機，ヒュー1j Hughie， 1964土




したケネディ大統領の苦言殺 0963.11. 22)で全米さと護った ペトナ
キング牧訴とロノてート・ケネディ上設議員の宣言殺により更に鰐的となり，長髪の表者たちは
反乱のリズムーーロックに乗って狂乱する。不条理劇作家といわれたオ…ルビー(Edward



















(二) 孤独地誌のなかで ネシー・ウィリアムズ (1911'" 1983) 





指世作 rガラスの動物閲J (ThεGlass !VJ，ωtagerie. 1944)は，セントルイス時代の虚しい育
と精神障害のため破滅してゆく姉への愛と』臨棋を言語って瑞々しいが，この身に合わない社会
の諜からの逃避の態変は，作品を追うにつれますま を強めてゆく o

































し'J (The Mi及 TrainDoesn 'tStop Here Anymore， 1963)， Wどたばた悲劇J (Slaρ'stick Trag-
edy， 1965)， r地上の王関J (Kingdom 01 Earth， 1968)， r東京のホテルのパーにてJ ([n the 
Bar 01 a Tokyo Hotel， 1969)など作品の殆どを死の影が覆い，心身共に地積の底を遣いまわ
りながら，七十年代には帯び粧感な鍍カを蘇らせ，一年一作の多{tぶりを示した。最暁年の諸
作ず小舟注意報J (Small Cra斤 VVarning，1972)， rヴィユー・カレーJ (Vieux Carre， 1979)， 
fクレーヴクールの麗しき日穣日 (Alovely Sunday for Creve Coeur， 1978)， r衰のホテ
ルのためのドレス.JI(Clothes戸ra Summer Hotel， 1980)では，主題は再び「鑑強」であり，








rセールスマ (Death 01 a Salesman， 1949)は以前の社会劇の伝統そ受け継いで、い
28 




な我がデ~ (All My So制， 1947) や，少し~{r変えでは Zるつ (T，む Cruciblε ， 19日)











よってはっきりと分かれ，また交錯してきたが，岳{ぷ媛I1転手喜の後によ (After the Fall， 





F天地寝苦造とその他のことJ (The Creation 01 the World and Other Business， 1973) は哲
学的喜劇とも呼ばれ，ミュージカ Jレにもなったが，主題はカインとアペルの物語，つまり人間
の心に舟在する殺人願望であるo ['1-¥倒J (The Price， 1968)でも，葛藤は互いに異なった人
生行賂を辿った兄弟の父への居、いに終始するが，設定は再び三十年代の不況下の家族でああっ




199 1年にはロンドンで Fモルガンu1を下るJ (Ride Down Mt.Morgan)を上演，モラ
ルはもたないが完全なアイデンティティを持っと自ら~考えている余人公は 1セールスマン」
の疫肉なこだまでみった。また 93年冬オフ・ブロードウニιイで好評と伝えられた r議後のヤ
ンキーJ (すお LasfYankee )の痛める社会に対する静かな問いかけは，不死鳥ミラーの鍵在








たナチズムに向けられた。『子供の時間.11(Children匂Hour，1934) r来たるべき日.11(Days to 
Come， 1936)， W小担たちJ (TI恥 Little F~例記s ， 1939)，ラインの監視.1(Watch on the 
Rhine， 1941)の主題である。
戦後になってヘルマンの劇は，イプ{?:ン的なプロット中心からチェホフ的なムード尊重へと
きな転換を果たすが r秋{の関.1(The Autumn Gard似， 1951)と T屋根裏の託真J (Toys 
in the Attic， 1960)では作者の怒りは登場人物たちの感畿牲とe3i3歎蟻に掲げられている。
譲らは，自分自身の議りの犠牲者なのだ。議者は宅寒気と情感私後者はダーク・コメディを装
いながら，罪者は幻想、を製ぎ取られた人関の失態と しく臨み縫えている。
晩年の三三編iのメモワール類 F未完のおんなJ (An Unfinished "的man，1969)， rベンティ
メンl'J (Pentimento， 1973)， rならず、ものの時代J (Scoundrel Time， 1976)で、は，前半生
の人閤形成に寄与した人々との交流や五十年代のマツカ…シイズムと戦った経緯を詳述してお
り，ナチズムや皮共主義などの不正にたいする断間とし 織れている。
ウィリアム・インジ (William lnge) はテネシー・ウィリアムズに{頃絞1して劇作の道に入
り，やがてブロードウェイの寵児となったが，その特徴はへ/レマンとは対照的に小市民の日常
そ込めて描く穏やかな哀愁，そして弱きである。
『シパよ，帰っておいで.1(Come Back， Little Sheba， 1950)は躍らぬ資春と可能性を!悼む
中年夫婦の惨鰭たる臼常をしみじみと写し rピクニッグ.1(ょう・'cnic 1953)，バス停留所』
(Bus Stot， 1955)では中西部の匝舎町を通りすぎる若者たちの控訴惑と焦燥を揚く O
V 
L間合




く F失われたパラJ (A Lost of Roses， 1959)， 





(五) 面白う がてかなしき一一ニール・サイモン (NeilSimon， 1927'サ
ニューヨークに生ま この演劇的風土をまさに生きるサイモンは， 『角笛を吹
務鳴らせJ (Come Blow Your Ho問， 1961)の初演以来三十年を麓える息の長さでブロード
ウェイに君臨している。多くの劇が賞を受け，ロングランそ続け，上横千回を越えるものも幾
っかある。， 9 3年のシーズンには二つの豪IJWヨンカーズに迷う J (Lost iη Yonkers， 1991) 











7漂気の終着駅J (Last 01 the Red Hot Love符， 1969)では人生の苦悩と不安を怒慮深くま
た滑瀬に処理し rご番街の閑人J (The Prisoner olSecond Avenue， 1971)では現代社会の
投げ遣りと無関心を深く気遣い rザンシャイン・ボーイズJ (The Su部 hineBoys， 1972)で
は老いと終末に対する優しい受容の装勢が真のペーソスを醸し出す。
f第二章J (Chatter Two， 1977)は自転麟の最初jのちのだが，務との死民，離婚，再婚を
テ…マとしながら明るい希望号旨予感させる。八十年代のBB三三部作もお括的であるが r患い
出のブライトン・ビーチJ (Br;なhtonBeach Memoir， 1983)は三十年代のユダヤ人の家族愛
と雲朴な少年の巨を，ずピロクシー・ブルースJ (Biloxi Blues， 1985)は兵設に就いた苦い宵
畿の軌跡を，更に fブロ…ドウェイめざしてJ (Broadway Bound， 1986)は七年を経て再び
ら預った家薮の変化と崩壊な播く。ここで見事に示会れるのが主人公の母へのいたわりに満








194 0年代，ロジャーズ (RichardRogers 作曲)とハマースタイン (OscarHammerstein 




英国婦人のタイでの奮闘を描いた「王様と私~ (King and 1， 1951 曲・詞 上に同じ)の
成功で幕を開けた五十年代は，後半で『マイ・フェア・レディ~ (A今 FairLady， 1956ブレデ
リック・ロウ曲，アラン・ジェイ・ラーナー詞)と「ウエストサイド物語~ (Westside 
Story， 1957レナード・パーンスタイン曲，スティーヴン・ソンドハイム詞)の傑作を生んだ。





ロー， ドーリー~ (Hello， Dolly!， 1963 ジエリー・ハーマン曲，詞)はワイルダーの戯曲
(Thornton Wilder: The Matchmaker， 1954) を原作とするが，心暖かなヒロインの物語を





















各地で圧倒i的なロングラン を更新しつつある fキャッツふ (Cats，1982) rレ・ミゼラ
(Les Miserable， 1987)， rオペラ座の曹人~ (Phantom 01 the Otera， 1988)， Wミス・
サイゴン~ (Miss ~おigon ， 1990)など多くの大作がロンドン発の現況だが，また『ママ，私歌
いたしり (Mama，1 Want to Sing， 1982 ウェズリー・ネイラー曲，ヴァイ・ヒギンゼン他
などのアフリカン・アメリカン主導のものや wスウィーニー・トッドA (Sweeney 
Todd， 1979)， Ii臼曜日には公開でジョ…ジと J (On S例zday in the Park with 
George， 1984)など，五十年代から現在まで作曲と作詩語面で活躍したソンドハイム (St令




{七〉 深層の戴画化 エドワード e オー ノレ (Edward Albee， 1928"""') 











『動物顛物語~ (The Zoo Story， 1958)は，揖顛な中年紳士ピーグーと絶望と孤独に若しむ
若者ジょιリーとの聞の「対話J をめぐる戦いである。 l議じ合うことを厳しく求めるジエリーと
日常牲に討んじてそれを患避するピーターと。暴力的なまでに対話によって幻想破壊を;縁関す
るジエリーは， ピーターのナイフ して死ぬ。 コミュニケイションは死を媒介
にしてでなければ成就しないというのだろうか。
fアメリカの夢.1(The American Dreαm 1961)では，母さん，父さん，おぜあi?ゃんに



















r微妙な均衡J (A Delicat官 Balance，1966)を転訪点、として，作品は不条理劇により
してゆく。一見リアリズムの風習欝麟調でいながら，実は客観化，パロディ化，象教の慨;食}が




r花占いJ (Counting the WaJぬ 1976)では愛の確認はゲームとなり，ずダビュークから
た婦人J (The Lady介。mDubuque， 1980)では，夫婦の結びつきをも全て無に帰してしまう
死の現実が立ち塞がる。
{八} る夢 サム・シェパード (SamShepard 1940"') 
オー ノレピ「と ，第一作が世tこ出たの った会主
オールビーがえ?フ・ブロ…ドウェイの出身であったのに対し，シェパードがオブ・オツ予ぎまうで
あったことは興味深し )0 1i十年代のどート世代と六十年代のサイケデリック




彼~;;tブ・:t 7 ・ブロードウェイの寵児にしたのは~シカゴJ (Chic，明。， 1965)， W赤十







その後『ホーリー・ゴーストリー~ (Holy Ghostly， 1970)の象徴的父親殺しを経て後半の家
族劇へと結晶してゆく。
『沼沢地の怪獣~ (Back Bog Beast Bait， 1971)て、は迫ってくる老いを前に夢と絶望の聞に
苦しむ主人公を描く。名声が高まるにつれ保守化に悩むシェパードは，現実にはここで四年間
のロンドン生活を決行するが，滞英中に書かれた『罪の歯~ (The Tooth o/Crime， 1972)は，
あの父親殺しが自分自身のなかで行われること，つまり世代交代の認識とそれを克服する道の
探究の物語であった。
『エンジェル・シティ~ (Angel City， 1976)は，死と再生を賭けた心の深層のドラマであ
るが，これはむしろ初期の系列に属する O 家庭劇の系列に戻って『飢えた階級の呪しり (Curse










『恋狂し，~ (Fool /or Love， 1983)の舞台はモハヴィ砂漠に近い荒涼としたモーテルで，近
親相姦の黒い罪の意識に塗り込められた異母兄妹の語る共通の父とそれぞれの母への思いと，
それを荷なった二人の激しい情念と行動が描かれる O 地獄の劫火が窓ガラスに映るなかを，ふ











(九) 明日への架橋 デイヴィッド・マメット (DavidMamet， 1947~) 
「アメり pむなどどこにある?そんなものは存在しない。存在したこともない。ぞれは神話に
すぎない。強欲の大ぢな夢だ。;と，マメット作ヂウォータ~ .ぶンジン~ (砂fater-
Engine， 1977)の一人物以安う。七十年代 I宴の後J のミーイズムの世代に登場したマメッ
トは，裏切りに失われた詰頼，連携への撞れとその可能性の宣明のために書き強めた。 rレイ








「アメリカン・ノ守ツブアロー~ (Arnerican Buf 
-グレン.0スJ (Glengar.ηI Glen Ross， 1983) Iこ
おけるセールスマン tr役者人生~ (A Li.，会初 theTh倒的、 1977)の俳優 rスピード・ザ・
プラウ~ ($ρeed the Plow， 1988)の映画製作者らの狂おしい生の舞鱗のどこかに，混沌から
意味を構築しようとする欲求がある。日的と{蕗{疫の堕落に対する痛烈な分析，正確で鋭敏な首
強い倫理'性などのマメット劇の特質は，アメリカ議離の生き残りに明るい希望な与え






日メガン・テリー (MeganTerry， 1932"'-') 
六十三年チェイキン(Joseph Chaikin) らとオープン・シアターを創立，実験的な作品か
ら rヴィエト・ロック~ (Viet Rock， 1966)のような反戦劇を繋ぎ，さらに患の長いブコニミ
ニスト作家として話醸した。家族関のi遭い合いを強調する最近作『家族の会話J (Farnily-
Talk， 1986)や (Dinnelな inthe BlE冷tder，1987)まで，多作でヴァラ
コ二ティに富んでいる O




りそもって描く。『紳士の詰問客1 (The Gentleman Caller， 1970)や F処JfiJ
リストJ (Death 1970)は，黒人蜂起を促すプロパガンダに見えて白人社会や急進的議
に探間そ投じている。
3 )ジャン・クロード・ヴァン.1タリー(Jean心laudeVan Itallie， 1936~) 
強特の震史感覚により，非情な社会を絵織的・象徴的に搭く Fアメリカ万議~ (America 
Hurrah， 1966) うの守む (TheSertent， 1968)などで，オフ・オブ・ブロ
ドウニ五千を代表するひとりであるO
4 )アーサー・コーピット (Arthur・1ふ:)pit，1937~) 
不条開演麟とパロディの手法会取り入れた rああ父さん，かわいそうな父さん，母さんが父
さんを洋接だんすの中にぶらさげてるんだもの，ぼくは悲しいよ~ (Oh Dad， Poor Dad， 
lvlama's 品'mgYou in tne and I'm Feelin' So Sad， 1960)から，表現主義的実験劇，
ブアルスを経て rインディアン(Indians，1968)はヴェトナム戦争の惨劇を反映する G
r翼~ (Wings， 1978)は，描撚議後克鍛しようとする人間の勇気への讃歌である。
5 )ランフォード・ウィルソン (LanfordWilson， 1937~) 
実験的な構成を試みながら，党土器人物たらは暴力や奇癖に陥ることなく清実に魅力を増して
ゆく。作者の態度は優しく叙情的で，そ
残した人々~ (The Mound Builders， 1975) 
三部作と言われる「七月五日~ Iiタリ
Talley's Folly， 1979; Talley & Son， 1980) 
ている O
6 )マーク・メドブ (MarkMedoff， 1940~) 
心理的なストレスと憤熱的暴力を描く
己疎外の人物たちの問題を今後も訴え絞けるだろう。
神の子ら~ (Children 01 a Lesser God. 1979)など，コミ
時きを撞いて秀作とされる。




(Fzfth 01 Ju~v ， 1978: 
なった現代人に，光をあて
設の現代劇での地位を確立した。自
(The Wager， 1973) r;j¥さき
ケイションを求めるひとびとの
たヴy‘トナ りfブロ・ハ
メノレの基礎言!I義三 (TheBasたTraining01 Pavlo Hummel， 1971) 




8 )オーガスト・ウィルゾン (AugustWilson， 1945~) 
アフリカ系ブルース歌手が差別的なアメリカ社会で生さること しみ レイ






設女は普濃の人々が異常な状況に痘罰して起こる悲鱗を展轄する。 f母会 Iv， おやすみz
('N:な拭 Mother，1982) は，死を籍りた母按の問題俊樹り下げ，愛と入金の議味を説く樗う
て，観客の心安高揚感で満たした。サスペンスの才能と対話の処理の巧みさも，大型製作家の
登場を予感怠毛主る。
これらコンテンポラリーな麟弥家たちの作品は追々に日本でも上積きれる機会が増えて来ょ
うし， i授らが挟濡鐸本にも援護してきていることから，夜、逮が近い未来にその全貌を知ること
も夢ではない。二十世紀後半のアメリカ譲離の藤議後次の世紀への連絞め拐において捉え得る
こと しい 4ことである。
(かわのみちこ 英文学科)
1999年10月15日受理
38一
